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リバーウォーク成功の鍵は
商業施設と公園環境との調和

サンアントニオ・
リバーウォーク川の街 誕生物語

「夢の神通回廊」を目指して

神通川直線化100年記念、「川と街づくり国際フォーラム」開催から５年。「夢の神
通回廊」プロジェクト実現に向け、アメリカ・サンアントニオ市のリバーウォー
クなどの公園管理者、リチャード・ハード氏の講演内容を連載する第８回！

　

数
キ
ロ
に
渡
っ
て
、
可
能
性
を
秘
め

た
川
が
、
都
市
の
中
心
を
流
れ
る
。
そ

れ
が
、
パ
セ
オ
・
デ
ル
・
リ
オ
で
す
。

　

現
在
、
仮
設
計
段
階
の
10
年
計

画
は
、
中
心
地
の
南
北
に
広
が
る
、

２
０
０
㎞
あ
ま
り
の
流
域
を
保
存
し
、

そ
の
利
用
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ

川
改
修
計
画
の
１
６
８
億
円

は
、
市
、
軍
、
連
邦
政
府
が
投

資
し
ま
す
。
対
象
地
域
は
、
川

に
沿
っ
て
65
㎞
、
ヒ
ル
デ
ブ
ラ

ン
ド
通
り
か
ら
、
レ
キ
シ
ン
ト

ン
通
り
ま
で
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

リ
ー
チ
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
域

と
、
１
４
５
㎞
の
サ
ウ
ス
ア
ラ

モ
通
り
か
ら
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

エ
ス
パ
ダ
通
り
ま
で
の
、
ヒ
ス

ト
リ
ッ
ク
リ
ー
チ
、
こ
れ
が
中

心
地
で
す
。
こ
の
改
修
計
画
の

目
的
は
、
川
の
流
れ
を
安
定
さ
せ
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
可
能
な
治
水
対
策
を
進
め

る
一
方
、
環
境
を
考
え
、
川
本
来
の
蛇

行
を
復
元
し
、
２
０
０
㎞
に
渡
っ
て
、

ア
メ
ニ
テ
ィ
と
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
を
建
設
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
て

「夢の神通回廊」を目指して未
来

い
ま
す
。
川
を
復
活
さ
せ
る
た
め
、
地

域
の
総
力
を
結
集
し
た
努
力
は
、
レ

ク
サ
ー
郡
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
市
サ
ン

ア
ン
ト
ニ
オ
川
協
会
が
、
サ
ン
ア
ン

ト
ニ
オ
川
監
視
委
員
会
を
設
立
し
た
、

１
９
９
８
年
に
始
ま
り
ま
す
。
委
員
会

環
境
も
ビ
ジ
ネ
ス
も
よ
り
良
く
こ
れ
か
ら
も
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に
任
命
さ
れ
た
22
名
の
市
民
代
表
は
、

計
画
、
設
計
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
、

建
設
、
そ
し
て
必
要
な
資
金
集
め
を
監

視
す
る
責
任
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

加
え
て
委
員
会
は
、
市
民
の
声
を
計

画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
公
開
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。監
視
委
員
会
は
、

毎
月
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
持
ち
、
前
市
長

の
リ
ラ
・
コ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
と
、
建
築
家

イ
ル
ビ
・
ハ
イ
タ
ワ
が
共
同
統
括
し
て

い
ま
す
。
地
元
資
金
は
、
市
の
設
備
改

修
基
金
と
、
郡
の
洪
水
税
か
ら
出
て
い

ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
た
ち

は
、
河
辺
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
設
備
の

向
上
に
、
民
間
セ
ク
タ
ー
の
協
力

を
仰
い
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ー
チ

地
区
で
す（
写
真
下
）。
１
９
６
０

年
代
か
ら
70
年
代
に
か
け
て
、
ヒ

ス
ト
リ
ッ
ク
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ー

チ
地
区
の
大
部
分
で
は
、
植
物
な

ど
の
自
然
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
は
治
水
対
策
の
た
め
の
水
路
の

直
線
化
な
ど
、
工
事
の
た
め
で
し

た
。
川
は
こ
の
部
分
、
と
て
も
安

定
し
て
流
れ
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン

リ
ー
チ
地
区
の
改
修
工
事
は
、
生

態
系
の
保
存
に
主
眼
を
置
き
、
川

の
流
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
地
形
を

研
究
し
た
技
術
に
よ
っ
て
、
自
然
な
蛇

行
し
た
流
れ
を
復
元
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
技
術
で
川
本
来
の
流
れ
を
復
元

し
、
治
水
対
策
強
化
、
浸
食
防
止
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
、
野
性

生
物
に
適
し
た
環
境
の
創
造

が
目
的
で
す
。
他
に
も
、
ハ

イ
キ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
の
建
設
、
木
々
や
植

物
の
再
生
、
野
性
生
物
棲
息

地
の
形
成
、
カ
ヌ
ー
な
ど
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の

設
置
、
そ
し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ル
に
沿
っ
た
、
歴
史

的
に
重
要
な
地
域
を
リ
ン
ク

さ
せ
る
こ
と
が
目
的
と
し
て

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
よ
っ
て
、
川

が
ゆ
っ
く
り
蛇
行
し
て
流

れ
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま
し

た
。
川
幅
は
、
土
手
の
と
こ

ろ
で
す
ね
、
１
０
０
年
洪
水
に
対
応
で

き
る
も
の
と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
日
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
リ
ー
チ
地

区
は
、
古
い
町
並
み
を
残
し
て
い
ま
す

が
、
都
市
開
発
に
よ
っ
て
、
大
き
く
作

り
変
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
65
キ
ロ
に
及

ぶ
そ
の
主
要
な
部
分
は
、
市
の
ブ
ラ

ン
ケ
ン
リ
ッ
ジ
公
園
の
中
に
あ
り
、
ま

た
、
土
手
に
沿
っ
た
未
開
発
の
土
地

は
、
川
の
か
つ
て
の
姿
を
残
し
て
い
ま

す
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
リ
ー
チ
に
は
、
自
然

が
残
さ
れ
る
一
方
で
中
心
地
に
近
い
た

め
、
地
域
の
商
業
、
住
宅
開
発
が
進
ん

で
い
ま
す
。
設
計
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
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提
案
さ
れ
た
改
修
事
項
に
は
、
地
上

レ
ベ
ル
か
ら
の
通
路
、
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー

ク
の
延
長
、
植
物
、
魚
類
の
生
息
環
境
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
リ
ー
チ
地
区
と
、
リ

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
を
結
ぶ
遊
覧
船
運
航
の

可
能
性
を
探
る
こ
と
が
含
ま
れ
ま
す
。

こ
の
土
手
の
上
の
方
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
を

誘
致
す
る
た
め
の
努
力
が
払
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
拡
大
計
画
が
進
む

に
つ
れ
、
既
存
の
デ
ザ
イ
ン
、
監
視
、

規
則
が
不
適
切
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
規
則
は
、
拡
大
計
画
２
０
０

㎞
の
流
域
を
カ
バ
ー
す
る
、
特
別
区
を

創
設
す
る
た
め
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

拡
大
計
画
に
含
ま
れ
る
地
区
の
意
図

と
し
て
は
、
川
の
保
全
、
保
存
、
利
用

価
値
の
向
上
の
た
め
に
規
則
が
作
ら
れ

る
こ
と
、
そ
し
て
河
辺
の
財
産
に
関
す

る
デ
ザ
イ
ン
基
準
や
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
作
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
川
の
景

観
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

成
功
の
鍵

観
光
都
市
、サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ

の
魅
力
を
作
っ
た
の
は
市
民

〜
計
画
と
資
金
〜

　

リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
の
成
功
の
鍵
、
そ

治
水
対
策
、
及
び
歩
道
と
ア
メ
ニ
テ
ィ

施
設
の
建
設
を
通
し
て
、
都
市
開
発
の

基
礎
を
築
く
こ
と
で
す
。

ま
す
。
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
川
に
は
、
ユ

ニ
ー
ク
で
貴
重
な
自
然
が
あ
り
、
文
化

が
あ
り
、
歴
史
的
遺
産
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
様
々
な
近
隣
地
域
、
文
化
施

設
や
公
園
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ

ン
ア
ン
ト
ニ
オ
全
体
を
物
理
的
に
つ
な

い
で
い
ま
す
。
こ
の
地
域
は
、
地
形
的

に
分
け
ら
れ
た
６
つ
の
地
区
を
カ
バ
ー

す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
北
は
ヒ
ル

デ
ブ
ラ
ン
ド
付
近
か
ら
、
南
は
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
エ
ス
パ
ダ
通
り
や
、
市
の
南

端
ま
で
を
さ
し
ま
す
。



2008.10 1213 2008.10

の
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、
サ
ン
ア
ン
ト

ニ
オ
川
と
そ
の
河
畔
に
立
て
ら
れ
た
こ

の
街
に
対
す
る
市
民
の
深
い
愛
情
は
、

19
世
紀
の
終
わ
り
頃
か
ら
顕
著
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
多
民
族
的
な
習

慣
、
文
化
、
そ
し
て
町
並
み
を
大
切
に

す
る
心
が
あ
り
ま
す
。

　

都
市
が
発
展
す
る
に
つ
れ
、
常
に
市

の
中
心
部
と
、
歴
史
的
地
域
の
発
展
に

つ
い
て
、
活
発
に
議
論
が
行
な
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
失
敗
も
あ
り
ま
し
た
が
、

議
論
の
末
の
妥
協
案
に
よ
っ
て
、
被
害

は
最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
議
論
が
進
ま
ず
、
支
援
が
そ
の
ま

ま
残
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
リ

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
の
発
展
の
経
緯
に
は
、

常
に
、
行
政
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
、

市
民
か
ら
、
強
い
権
威
力
を
持
っ
た

リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

彼
ら
が
、
長
年
に
渡
っ
て
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
傾
け
、
バ
ラ
ン

ス
を
保
ち
な
が
ら
、
開
発
の
成
功
に
寄

与
し
て
き
た
の
で
す
。

　

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
市
は
、
計
画
を
リ

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
の
可
能
性
を
探
る
も
の

と
し
て
利
用
し
て
き
ま
し
た
。時
に
は
、

資
金
も
、
権
限
も
な
く
、
た
だ
行
動
を

起
こ
す
た
め
、
計
画
を
模
索
し
ま
し

た
。
市
と
、
市
民
に
評
価
さ
れ
る
計
画

で
あ
れ
ば
、
お
金
は
後
か
ら
つ
い
て
き

ま
す
。
時
に
は
10
年
か
、
も
っ
と
時
間

が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

大
体
に
お
い
て
資
金
は
集
ま
り
ま
す
。

で
な
け
れ
ば
、
計
画
は
不
適
切
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
計
画

は
、
そ
の
中
心
的
価
値
を
失
わ
な
い
た

め
に
も
、
極
め
て
重
要
で
す
。

　

建
築
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
、
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
、
１
９
６
０
年
代
の
始
め
に

提
案
し
た
時
、
た
だ
ち
に
却
下
さ
れ
ま

し
た
。
市
民
は
、
計
画
段
階
か
ら
積
極

的
に
参
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
彼
ら
は

多
大
な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。
サ
ン
ア

ン
ト
ニ
オ
市
は
、
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
の

拡
大
資
金
を
集
め
る
た
め
、
可
能
な
限

り
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
使
っ
て

い
ま
す
。
公
の
資
金
は
、
川
周
辺
の
商

業
地
域
の
開
発
を
う
な
が
す
よ
う
、
民

間
か
ら
の
資
金
集
め
に
効
果
的
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
洪
水
対
策
資
金
は
、
洪

水
対
策
に
使
わ
れ
る
ほ
か
、
公
園
の
よ

う
な
環
境
に
す
る
た
め
、
ア
メ
ニ
テ
ィ

施
設
の
建
設
に
も
使
わ
れ
ま
す
。

　

リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
の
魅
力
に
は
、

様
々
な
要
素
が
あ
り
ま
す
。
歴
史
を
残

す
建
物
、
地
上
か
ら
５
ｍ
程
低
い
環

境
、
い
つ
も
新
し
い
発
見
を
予
感
さ
せ

る
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
川
。
し
か
し
、

20
年
間
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
に
関
わ
っ
て

き
て
、
そ
の
商
業
的
成
功
に
つ
い
て
言

え
る
こ
と
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
、
店
の

背
景
に
あ
る
、
公
園
環
境
が
成
功
の
鍵

の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
高

い
木
々
、
青
々
と
茂
っ
た
緑
が
安
ら
ぎ

を
与
え
、
川
辺
を
都
市
の
雑
踏
か
ら
遠

ざ
け
て
く
れ
る
の
で
す
。

高
い
木
々
に
、青
々
と
茂
っ
た

緑
が
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る


